
























































































































1　期 2　期 3　期 4　期 5　期 6　期 7　期
一般教養科目の勉強 0．0 0．9 0．3 0．9 0．5 1．0 1．0
専攻・専門科目の勉強 2．8 2．9 2．4 4．8 6．2 3．6 4．2
哲学・人生などの問題追及 2．4 3．2 22 1．9 0．8 1．0 L5
社会経験や教養を養う 16．1 16．2 16．4 7．8 5．4 4．5 6．9
クラブ活動など 9．5 10．1 13．2 20．5 13．6 16．2 14．9
友人との交際 43．0 4L644．8 36．0 46．4 44249．4
学生生活のエンジョイ 22．7 21．6 17．8’　　　　　　． ●　吟　●　■　9
先生とのコミュニケーション※ 0．7 0．5 0．1 0．3
家族とのコミュニケーション※ 0．4 0．3 0．7
趣味・娯楽※ 13．1 14．0 12．8 9．9
アルバイト※ 6．5 5．4 7．3 5．2
就職活動※ 0．4 0．8 0．7 0．8





























1　期　生 18．4 14．6 61．5 5．5
　　　　　　　　　　　　　　　　＼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　［エ工亙〔互＝＝＝亙＝＝ユト3・2
　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　 　 　　 ’　 　　 　 　　 ！［璽工難関■iコ＝＝壷＝＝n－3・3
　　　　　　　　　　　　　　　　N　　　　　　　　　　　　　　　　　x　　 　 　　 　 　 　　 ＼ 　　 　　 　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ












1　期 2　期 3　期 4　期 5　期 6　期 7　期
就職するつもりはない（※1） ，　ρ　●　o　● 0．5 1．2 0．7 0．5
2～3年は働く 7．9 10．5 1L2 9．2 10．9 9．8 7．7
5～6年は働く 4．2 3．5 4．1 6．2 7．1 7．0 7．7
結婚まで働く 23．0 28．2 26．5 26．8 34．7 31．5 34．8
出産まで働く 8．4 10．9 10．1 8．6 17．8 21．3 22．3
子供が生まれても働く 6．7 7．0 6．0 5．3 12．8 12．1 ！2．1
結婚相手と相談して（※2） 36．8 27．8 30．2 29．8
一生働く 8．8 7．4 4．5 8．1 9．4 10．7 8．7
























3　期 4　期 5　期 6　期 7　期
製　造 ！5．9 11．5 8．5 12．8 11．4
卸・小売（含商社・百貨店） 122 11．5 14．5 15．5 13．2
銀行・信用金庫 7．4 6．5 6．3 9．8 10．7
証　券 14．8 15．3 10．7 11．2 9．5
保　険 6．3 6．7 5．3 6．6 8．0
教育（教員・事務員） 3．1 5．5 3．3 1．9 1．7
情報処理サービス 4．0 2．5 5．9 4．8 4．4
新聞・放送・出版・広告 9．9 9．0 11．5 9．8 122
観光・旅行（含ホテル・航空） 12．5 15．3 15．3 12．6 14．6
公　務 8．8 6．5 5．6 2．6 3．5

















3　期 4　期 5　期 6　期 7　期
会計・経理 4．5 3．2 3．5 5．4 4．4
営業事務 10．5 13．9 13．1 18．7 17．4
販　売 4．8 3．9 4．7 5．3 4．4
コンピュータ操作 2．2 3．7 3．8 4．7 4．5
外務・外交 3．8 2．5 3．5 2．8 4．0
秘　書 8．6 6．0 3．3 6ユ 6．2
教　員 2．9 3．2 1．1 1．6 1．0
学校事務 3．8 2．5 2．0 0．6 1．5
一般事務 50．6 47．3 42．9 40．3 40．0



















































































8．0 37．1 27．0 19．4 8．4




5．6 26．7 35．3 22．9 9．5
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10．4 25．4 25．4 28．6 9．9
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27．2 26．4 29．3 12．6
? xx
25．4 34．1 28．2 8．3
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一 ? 1
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1期生 23．4 49．8 21．3　　2．5
2．9　　　　　　　　！1！　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノー一1　　　　　　　　　　　　　／
2期生 17．1 48．2 25．9 6．8
2．0　　　 ＼　　　　　　　　　　　　　＼一＿　　　　・、
3期生 27．9 53．6 12．8　3．1
・2．6　　　　　／　　　　　　　　　　　　　＿一〆　　　　’’
4期生 5．1 21．2 40．4 27．5　　　　5．6
2．6　　　　　　　　　　／〆　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！！　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
5期生 19．9 39．2 32．1　　　　　6．2
2．5 、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！
6期生 21．2 42．3 26．1 7．7
2．0　　　　　／ ＼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、A　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、


















20．5 30．1 28．9 15．5 5．0
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1期生 6．3 13．4 45．2 28．9 6．3
　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
、＼
2期生 28．4 45．6 19．6　　2．8
3，6　　　　　　　　　，，一’ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，＿，一一一一’　　　　　　　　　　　　　／ノ
3期生 17．7 37．6 35．3　　　　　　7．1
2．3　　　　　　　＼、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・
4期生 5．8　　18．0 36．9 32．3　　　　　　6．9
l　　　　　　　　　　　　　　l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、?
5期生 5．9　　18．2 34．6 35ユ 62
4．4　　　　／
6期生 15．9 38．2 34．3 7．0
4．0　　　／ 、
7期生 14．6 40．0 35．5 5．9
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　女デ学生の意識の変化　　207
今後の指導にあたっては，学生がこれらの科目に興味をもち，学習意欲を高めるようなお一層の
工夫を加える必要がある。
　次に，第7図は講義時間中の私語に対する教師の対応を聞いたものであるが，各期とも厳しい
対応を求めている。特に4期生，5期生の場合は6割以上が積極的に求めているのが目立ってい
る。6期生，7期生が5割代に低下しているのは，いろいろな対策によって，講義時間中の私語
がやや減少したことを反映しているものとみることもできるが，なお15％程度のものが厳しさを
要求していないのは，少し位の私語はかまわないとの甘えが残っているものと推測することがで
きる。講義中の私語は，真面目な学生の聴講に多大の迷惑を与え，教師の指導意欲を阻害するも
のであるから，その絶滅を期して，一層厳しい態度をもって臨むべきである。この調査において
このような質問が不要となる時が必ず到来することを期待したい。
　最後に，本学の先生に対して学生が一般的にどのような印象をもっているかを知るために設け
た質問に対する回答結果を第8図に掲げた。これによると，　「気にいらない先生が多いと思う」
ものが「そう思わない」ものを上回ったのは第2期生にみで，その他の期ではいずれも「そう思
わないjものが圧倒的に多い。さらに（どちらともいえない）と回答したものを加えると，第2
期生を除いて，各期とも70％前後の学生がこの質問を肯定していないことになる。この結果は大
部分の学生が先生に好意的な印象をもっているとみてよいと思われる。
　「気にいらない」という抽象的な表現のためいろいろな意味にとられていると思われるが，小
数ながらこれを肯定するものがいるということは，その原因が何であるかが問題である。　「気に
いらない」とは感情的側面をとらえようとするもので，もともと論理的に突きつめることは困難
である。今後の調査においては，この問いを別の形に置き換えることによって，少しでもその理
由を把握できるよう検討されることを期待したい。
5．　ま　と　め
　以上，本学の学生に対するアンケート調査のうち，意識調査にかかる部分の7年間の結果をみ
てきたが，これを総括すると次のようにまとめることができる。
　（1）本学への志望動機についてみると，期により若干の変動があるにしても，希望する学科の
　　あることと推薦入学制度のあることが，主たる動機であることがわかった。
　（2）大学生活への満足度については，多少の出入りはあるが，着実に増加していることがわか
　　つた。
（3）学生が最も生き甲斐を感じるものとして，7年間「友人との交際」が首位を占め，変化は
　　認められなかった。
（4）男女の役割については，「男は外で働き，女は家を守るべきだ」という意見に，賛成する
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　ものは，明らかに減少しており，反対を表明するものが激増していることが読み取れた。
（5）就業予想年数については，　「結婚まで働く」が各期とも第1位を占め，職業生活よりも家
　庭生活を優先する意向の強いことを示しているが，その反面，　「子供が生まれても働く」が，
　第5期以降，倍増い近い数値を示している事実があった。
（6）職業の選択についてみると，学生に人気のある業種は，製造業，卸・小売業，観光・旅行
　業，証券業であり，希望職種は一般事務が圧倒的多数を占めていることがわかった。
（7）男性と同等の職務を望むかどうかについては，消極派が積極派を上回っているが，消極派
　が徐々に減っていく傾向を示しており，職業意識の高まりを読み取ることができた。
（8）講義に対する意識は，本学に独特の講義があることを肯定する意見は減少し，社会に出て
　役立つものが多いかどうかについて，肯定的意見と否定的意見のバランスは，ここ4年間同
　じ傾向を示していた。
（9）教師に対する意識は，本学の先生の指導を親切でわかりやすいと肯定するものは必ずしも
　多くないが，　「普通」と感じているものを加えると，6割以上のものが好意的意見であると
　みることができる。また，講義時間中の学生の私語について，各期とも教師の厳しい対応を
　求めている。なお，大部分の学生は，本学の先生に好意的な印象をもっているものと思われ
　る。
以上で，本稿を終わるが，各項目の詳細については，次の各報告書を参照されたい。
　○「城西大学女子短大生の意識構造」（1985年！月　城西大学女子短期大学部紀要第1巻）
　○「昭和60年度共同研究　城西大学女子短大生の意識構造」（1986年3月）
　○「昭和61年度共同研究　城西大学女子短大生の意識構造」（1987年3月）
　○「昭和62年度共同研究　城西大学女子短大生の意識構造」（1988年3月置
　○「昭和63年度共同研究　城西大学女子短大生の意識構造」（1989年3月）
　○「平成元年度共同研究　城西大学女子短大生の意識構造」（1990年3月）
　○「平成2年度共同研究　城西大学女子短大生の意識構造」（1991年3月発行予定）
